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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第６部門第３区分
【発行日】平成23年1月20日(2011.1.20)

【公開番号】特開2009-140296(P2009-140296A)
【公開日】平成21年6月25日(2009.6.25)
【年通号数】公開・登録公報2009-025
【出願番号】特願2007-316810(P2007-316810)
【国際特許分類】
   Ｇ０６Ｔ  19/00     (2011.01)
   Ｇ０６Ｔ  15/06     (2011.01)
【ＦＩ】
   Ｇ０６Ｔ  17/40    　　　Ｇ
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【手続補正書】
【提出日】平成22年11月26日(2010.11.26)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　現実空間を撮影した実写画像を取得する取得手段と、
　前記取得手段により取得した実写画像を画像処理する画像処理手段と、
　光線追跡法により仮想空間を投影した像と、前記取得手段により取得した実写画像に含
まれる実物体の像とを合成した画像を生成する画像生成手段とを有し、
　前記画像生成手段は前記画像処理手段による画像処理の結果に基づき、光線及び仮想物
体との交点の探索を行うことを特徴とする画像処理装置。
【請求項２】
　前記画像処理手段における画像処理は、前記取得手段により取得した実写画像から所定
の現実物体に相当する画像領域を抽出する処理であり、
　前記画像生成手段は、前記画像領域に属する画素に対してのみ、光線及び仮想物体との
交点の探索を行うことを特徴とする請求項１に記載の画像処理装置。
【請求項３】
　前記画像処理手段における画像処理は、前記取得手段により取得した実写画像から所定
の現実物体に相当する画像領域を抽出する処理であり、
　前記画像生成手段は、前記画像処理手段による画像処理の結果、及び前記所定の現実物
体に相当する仮想物体に基づき、光線及び仮想物体との交点の探索を行うことを特徴とす
る請求項１に記載の画像処理装置。
【請求項４】
　前記画像生成手段は、前記所定の現実物体に相当する画像領域外を通る光線に関して、
前記所定の現実物体に相当する仮想物体を、光線との交差判定の対象外とすることを特徴
とする請求項３に記載の画像処理装置。
【請求項５】
　前記画像生成手段は、光線及び前記所定の現実物体に相当する仮想物体とが交差し、か
つ前記光線が前記所定の現実物体に相当する画像領域外を通る場合に、前記交差を無効に
することを特徴とする請求項３に記載の画像処理装置。
【請求項６】
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　前記画像生成手段は、光線及び前記所定の現実物体に相当する仮想物体とが交差し、か
つ前記交差が発生する３次元位置に相当する前記実写画像上の位置が、前記所定の現実物
体に相当する画像領域外である場合に、前記交差を無効にすることを特徴とする請求項３
に記載の画像処理装置。
【請求項７】
　更に前記所定の現実物体に相当する仮想物体を生成する仮想物体生成手段を有すること
を特徴とする請求項３乃至６の何れか１項に記載の画像処理装置。
【請求項８】
　画像処理装置が行う画像処理方法であって、
　前記画像処理装置の取得手段が、現実空間を撮影した実写画像を取得する取得工程と、
　前記画像処理装置の画像処理手段が、前記取得工程により取得した実写画像を画像処理
する画像処理工程と、
　前記画像処理装置の画像生成手段が、光線追跡法により仮想空間を投影した像と、前記
取得工程により取得した実写画像に含まれる実物体の像とを合成した画像を生成する画像
生成工程とを有し、
　前記画像生成工程は前記画像処理工程による画像処理の結果に基づき、光線及び仮想物
体との交点の探索を行うことを特徴とする画像処理方法。
【請求項９】
　コンピュータを請求項１乃至７の何れか１項に記載の画像処理装置として実行させるた
めのプログラム。
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